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資格確認端末のブラウザ拡張機能の更新作業の流れについて説明します。

セキュリティバージョンアップ等の対応に伴いブラウザ拡張機能を更新する際は、事前にブラウザ拡
張プラグイン（顔認証ライブラリ含む）をアップデートする必要があります。配信アプリケーションやイ
ンストーラー（OQSFaceApp.zip）を用いて既にアップデートされている場合は、ブラウザ拡張
機能の削除及び設定のみ実施してください。
※右図の作業の流れ「操作2」及び「操作3」は不要です。

ブラウザ拡張プラグイン（顔認証ライブラリ含む）が古いバージョンの場合は、アップデートを実施し
た後にブラウザ拡張機能の削除及び設定を実施してください。

ブラウザ拡張機能の更新医療機関等向け

オンライン資格確認等システム

本資料では、資格確認端末にインストールされているブラウザ拡張機能の
更新手順を説明します。

参照先を記載しています。

配信アプリケーションの使用有無を確認する2
操作
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ブラウザ拡張機能を削除する4
操作

P.5

ブラウザ拡張機能を設定する4
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作業の流れ

この資料で説明すること

事前準備
医療機関等ベンダーより以下のアプリケーションを入手しインストールしていること。

● OqsFaceApp.zip
オンライン資格確認端末で、ブラウザーとカードライブラリ又は顔認
証ライブラリとの通信を行うために使用します。
本ファイルには、以下の3つの拡張機能が含まれています。

- 顔認証用アプリケーション
- 暗証番号認証用アプリケーション
- 目視確認操作用アプリケーション

OqsFaceAppのバージョンが
2.3.0より前の場合

OqsFaceAppのバージョンを確認する1
操作
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以下の操作は、資格確認端末のセットアップユーザーでログインしてください。
セットアップユーザーのID及びパスワードは各医療機関等にてご確認ください。

複数の資格確認端末を使用している場合は、端末台数分同じ作業を実施してください。

OqsFaceAppのバージョンが
2.3.0以降の場合

資格確認端末
OqsFaceApp
のバージョン
が古い

新 ブラウザ
拡張プラグイン

医療機関ベンダーから
インストーラー（OQSFaceApp.zip）

を入手し手動でインストール

ブラウザ拡張機能の
削除・追加を実施

配信サーバー

資格確認端末
OqsFaceApp
のバージョン
が最新

ブラウザ拡張機能の
削除・追加を実施

配信サーバーから最新ファイルを
自動でインストール
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1 OqsFaceAppのバージョンを確認する

資格確認端末にインストールされているブラウザ拡張プラグイン（顔認証ライブラリ含む）のバー
ジョンを確認します。

OqsFaceApp のバージョン
情報を確認します。

4

 バージョンが2.3.0より前の場合

 バージョンが2.3.0以降の場合
4 ブラウザ拡張機能を削除するに進みます

2 配信アプリケーションの使用有無を確認するに進みます

1

2 検索結果から、インストール
されているアプリ をクリッ
クします。

1

2

3 検索ボックスに
OqsFaceApp と入力します。

タスクバーにある検索ボック
スをクリックし、検索ボック
スにアプリと機能と入力しま
す。

Window10の場合
アプリと機能を
クリックします。

Window10の場合
検索されたリストより、
OqsFaceAppを選択し
バージョン情報を確認
します。
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2 配信アプリケーションの利用有無を確認する

医療機関等で配信アプリケーションを利用しているか否かを確認します。
※資格確認端末のセットアップユーザーでログインしてください。

資格確認端末のデスクトップに、右図に示す
オンライン資格確認配信アプリケーション管
理ツールのショートカットが存在するか否か
を確認します。

オンライン資格確認 配信ア
プリケーション設定変更が表
示されます。

配信機能を無効化するに
チェックが入っているかを確
認します。

3

確認① 配信アプリケーション管理ツールの有無を確認

存在する 存在しない
確認②配信アプリケーションが

有効か無効かを確認
に進みます

配信アプリケーションを使用して
いません。

確認② 配信アプリケーションが有効か無効かを確認

オンライン資格確認配信アプ
リケーション管理ツールをダ
ブルクリックします。

1

オンライン資格確認 配信ア
プリケーションが表示されま
す。

設定の変更をクリックします。

2

チェックがある チェックがない
配信アプリケーションを使用して

いません。
配信アプリケーションを使用して

います。

配信アプリケーションの利用有無を確認できました。

3 OqsFaceAppをアップデートするに進みます

3 OqsFaceAppをアップデー
トする に進みます
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1 ブラウザ拡張プラグイン（顔認証ラ
イブラリ含む）のセットアップ
ファイルをダブルクリックし
ます。

2 インストール画面が表示されま
す。

医療機関等ベンダーより最新のブラウザ拡張プラグイン（顔認証ライブラリ含む）のインストー
ラー（OQSFaceApp.zip）を入手しアプリケーションを最新化します。

3

メッセージ画面が表示された場合

このアプリがデバイスに変更を加えるこ
とを許可しますか？というメッセージ画
面が表示された場合は、はい をクリック
してインストールを続行します。

3 OqsFaceAppをアップデートする

「操作2 配信アプリケーションの使用有無を確認する」 の結果をもとに、各パターンに沿って
OqsFaceAppを更新してください。
※既にOqsFaceAppのバージョンが 2.3.0以降の場合、本ページの手順の実施は不要です。

注意

OqsFaceApp（顔認証ライブラリ含む）のインストーラーの実行により、スマートカードからの証
明書の伝達をオンにするのポリシーが無効になります。そのため、証明書伝達サービス
（CertPropSvc）が利用できなくなりますので、以下の機能を利用されている場合は、
別紙 トラブルシューティング補4「証明書伝達サービス（CertPropSvc）を利用するアプリケー
ションを利用したい」に従ってポリシーを有効にしてください。

■証明書伝達サービス（CertPropSvc）が利用できなくなることによって影響する機能の一例
--------------------------------------------------------------------------------
・マイナンバーカード以外のスマートカード（ICカード）による電子証明書の認証
・外部セキュリティキー（FIDO2 セキュリティ キー）による認証
・SIM のご利用
--------------------------------------------------------------------------------

別紙 トラブルシューティング補4

OqsFaceApp をアップデートできました。

4 ブラウザ拡張機能を削除するに進みます

別紙 トラブルシューティング補25

配信アプリケーションを使用している場合

別紙 トラブルシューティング 補25「各種アプリケーションのバージョンを今すぐ最新化したい」に
従ってアプリケーションを更新します。

配信アプリケーションを使用していない場合

5 「操作1 OqsFaceAppのバージョンを確認する」を再度実施しバージョン
が更新されていることを確認します。

コマンド画面に「インストー
ルバッチが終了しました。」
と表示されることを確認しま
す。

4 Windowsを再起動します。
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4 ブラウザ拡張機能を削除する

Microsoft Edgeに登録されている拡張機能を削除します。

1 Microsoft Edgeを起動し、
（設定など）から拡張機能

をクリックします。

3 拡張機能が表示されます。
以下の3つの拡張機能を削除
します。
・PIN有認証用アプリケー
ション

・PIN無認証用アプリケー
ション

・目視確認操作用アプリケー
ション

各機能の削除をクリックしま
す。

確認メッセージが表示されま
す。

削除をクリックします。

4

拡張機能が削除されました。
同様にその他の拡張機能も削
除します。

          の操作を繰り返します。

3つの拡張機能が削除された
ことを確認しされます。

6

5

ブラウザ拡張機能が削除できました。

5 ブラウザ拡張機能を設定するに進みます

拡張機能の管理 をクリック
します。

2
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5 ブラウザ拡張機能を設定する

Microsoft Edgeに拡張機能を設定します。

拡張機能の確認

資格確認端末に格納された拡張機能を
確認します。

拡張機能の組み込み

Microsoft Edgeに、拡張機能を組み
込みます。

拡張機能の確認

資格確認端末に格納されている拡張機能を確認します。
以下のフォルダーを開き、3つのファイルが格納されていることを確認します。

フォルダー名 ファイル名 説明

c:¥Program Files¥OQS-Auth¥ext

delegate.crx 目視確認操作用アプリケーション

nopinauth.crx 顔認証用アプリケーション

pinauth.crx 暗証番号認証用アプリケーション

拡張機能の組み込み

Microsoft Edgeの拡張機能に、確認した3つの機能を追加します。

1 Microsoft Edgeを起動し、
（設定など）から拡張機能

をクリックします。

3 拡張機能が表示されます。

開発者モードの設定を有効
（トグルボタンが右側にある
状態）にします。

4 へ進む

2 拡張機能の管理 をクリック
します。
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5 ブラウザ拡張機能を設定する（つづき）

正しくドラックしてドロップ
出来た場合、確認メッセージ
が表示されます。

拡張機能の追加をクリックし
ます。

追加完了メッセージが表示さ
れます。

×（閉じる）をクリックしま
す。

６

5

Microsoft Edgeに拡張機能
（目視確認操作用アプリケーショ
ン）が追加されました。

同様に、nopinauth.crx、
pinauth.crxを追加します。
～ の操作を繰り返しま

す。

7

4 5

全ての拡張機能が組み込まれ
ると、右図のように3つの機
能が表示されます。

拡張機能のバージョンが
2.0.0.0以降となっていれば
設定完了です。

8

エクスプローラーで、ブラウ
ザ拡張機能がコピーされた
フォルダー（※）を開きます。
※c:¥Program Files¥OQS-Auth¥ext

delegate.crxをMicrosoft
Edgeの画面にドラッグして
ドロップします。

４

9 へ進む

ドロップしてインストールが表示されない場合
「ドロップしてインストール」が表示される場所にドラッグしてドロップしてください。

確認メッセージが表示されない場合
の操作に戻り、ドロップする箇

所をご確認ください。
4
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5 ブラウザ拡張機能を設定する（つづき）

10 別紙 医療機関等向けセットアップ手順書（資格確認端末編） 「12資格確
認できるか確認する」 に従ってマイナンバーカードと汎用カードリーダーを用いて資
格確認を実施します。

別紙医療機関等向けセットアップ手順書（資格確認端末編）
12. 資格確認できるかを確認する

ブラウザ拡張機能の更新が完了しました。

注意

ブラウザー再起動時に、開発者モードの無効を促すメッセー
ジが表示される場合があります。開発者モードの無効を促す
メッセージが表示された場合は、 ボタンをクリックして
メッセージを閉じてください。

9 拡張機能のメニューを表示し
ます。

開発者モードの設定を無効
（トグルボタンが左側にある
状態）にします。
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